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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －４  学校施設 施策 １ －４ －１  学校施設等の適正な維持管理と 運営

創生総合戦略 ５ 　 連携施策等 広域的な行政体制づく り  広域行政体制の積極的推進

方針

安全・ 安心で、 多様な学習内容や形態に対応でき る施設整備を図り ます。

目標

１ 　 学校施設・ 設備の良好な環境整備

　 学校施設・ 設備の老朽化等に伴う 改修や整備が引き 続き 必要です。 良好な教育環境のため長寿命化改修を中心と し た計画的な老朽化対策工事や修繕を 進める

と と も に、 教材等の整備を 引き 続き 進めます。

２ 　 安全・ 安心な防犯対策の推進

　 近年、 学校に不審者が侵入する事件が全国的に発生し ています。 不審者の学校侵入を防止するための対策と し て、 防犯設備の整備を推進し ます。

３ 　 学校給食センタ ーの適切な管理運営

　 施設・ 設備等の老朽化に伴う 更新および修繕を引き 続き 計画的に進めると と も に、 定期的な保守点検と 衛生管理の徹底を 図り 、 安全・ 安心で栄養バラ ンスの

と れたおいし い給食を安定的に提供し ます。

４ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

　 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想によっ て整備さ れたＩ Ｃ Ｔ 機器を 利活用し 、 一人ひと り の学習進度に合わせた教育を 推進するほか、 校務効率化を 図り ます。

実績

１ 　 学校施設・ 設備の良好な環境整備

（  １ ） 上山市学校施設長寿命化計画を改定し 、 それを基に計画的に環境改善工事を１ 校行う と と も に、 老朽箇所の改修工事や急な修繕などの対応を行いまし た。

また、 計画的に学校の備品や教材の更新、 整備を 行いまし た。

２ 　 安全・ 安心な防犯対策の推進

（  １ ） 校内への不審者侵入防止対策の一つと し て、 来校者を 職員室で確認でき るよう に小・ 中学校の昇降口と 職員室をつなぐ モニタ ー付き ド アホン及び電気錠

を 設置し まし た。

３ 　 学校給食センタ ーの適切な管理運営

（  １ ） 老朽化し ている設備等の更新や修繕について、 状況を 鑑み、 優先順位を適宜定めながら 行い、 安全で安心な給食提供を実施し まし た。

４ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

（  １ ） 令和元年以降に導入し た機器類が更新時期を迎えるこ と から 、 動作環境の遅さ など現在抱える課題解決に向けたネッ ト ワーク 環境、 セキュ リ ティ 対策、

端末等の選定について教職員と 協議し 、 第２ 期Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想に基づく フ ルク ラ ウド 環境や端末整備について合意形成し まし た。 また、 整備に係

る国の交付金について調整を 図り 財源を確保し まし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

環境改善のための工事を 実施し た学校の数 校 １ － － －

学校給食施設・ 設備等における食中毒や異物混入による事故
発生件数

件 ８ － － －

指標の変化に対する分析

工事を 実施し た学校の数について、 上山市学校施設長寿命化計画に基づき 工事を 行っ ているため１ 校の工事と なり まし た。

異物混入件数について、 令和５ 年度実績（ 15件） に比較し て半減し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

環境改善のための工事について、 引き 続き 上山市学校施設長寿命化計画に基づき 工事を 進めてまいり ます。

Ｉ Ｃ Ｔ 教育の充実については、 令和７ 年度にフ ルク ラ ウド の新教育ネッ ト ワーク 整備と 児童生徒用端末の更新を 行う こ と で課題を解決すると と も に、 教職員の

働き 方改革を 促すこ と で、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、 児童生徒主体の個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。

また、 学校給食について搬入さ れる食材の検収、 調理作業時の安全対策の徹底を 図り 、 事故発生の防止に努めます。
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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －４  学校施設 施策 １ －４ －２  学校規模の適正化の推進

創生総合戦略 該当無し

方針

活力ある学校教育の実現に向け、 学校規模の適正化を 図り ます。

目標

１ 　 より よい学校の在り 方の検討

　 児童生徒数はさ ら に減少傾向が見込まれます。 一定規模の集団生活の中で、 多様な考え方に触れ、 社会性を 養う と と も に確かな学力を 獲得するため、 引き 続

き 、 今後想定さ れる複式学級の解消に努める必要があり ます。

　 今後の人口の動態をふまえ、 教育課程の目的を達成するために必要な、 望まし い学校規模およびより よい学校の在り 方など、 検討委員会において将来構想の

策定を 進めます。

実績

１ 　 より よい学校の在り 方の検討

（  １ ） 上山市みら いの学校構想検討委員会を 設置（ 保護者代表・ 有識者等15名で構成。 ２ 回開催（ ８ 月・ 12月） ） 。 教育Ｄ Ｘ の進展、 経済活動のグローバル化

及び少子化による児童生徒の急激な減少等の加速度的に変化する社会に対応し 、 本市小・ 中学校の将来のあり 方を 示す「 上山市みら いの学校構想」 を 策

定するための検討、 アンケート 調査項目の決定等を行いまし た。

（  ２ ） 上山みら いの学校づく り 意見交換会を 開催（ 全23会場　 参加人数188人 ９ ～11月） 。 検討委員会での協議内容について、 広く 市民の意見を伺い「 上山市

みら いの学校構想」 の検討を 進めるため、 保育園、 認定こ ども 園、 小・ 中学校、 地区公民館で意見交換会を 実施し まし た。

（  ３ ） みら いの学校づく り に関するアンケート の実施（ 回答数　 保護者521人、 市民27人、 児童生徒636人、 教職員117人　 令和７ 年２ 月～４ 月） 。 保護者や児

童生徒等の考え・ 意識を より 詳細に把握し 、 「 上山市みら いの学校構想」 策定に関する方向性など検討委員会での議論を 充実さ せるため、 アンケート 調

査を 実施し まし た。

（  ４ ） 広報の実施。 市報令和７ 年２ 月号で取組経過・ アンケート の実施を 周知し まし た。 また通年で、 市ホームページで取組経過を掲載し 周知し まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

学校規模適正化に係る会議等の参加人数 人 216 － － －
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指標の変化に対する分析

学校規模適正化に係る会議等は令和６ 年度から の取組であり 、 保護者代表等で構成する検討委員会、 全市民対象の意見交換会、 アンケート 調査など、 １ 年間を

かけて段階的に意見聴取を 進めると と も に、 意見内容の集約や数値化を行っ てまいり まし た。

会議等（ 検討委員会、 意見交換会の合計） の参加人数は216人であり 、 その中でいただいた意見を基に、 アンケート 調査項目を より 詳細に設定。 1, 301人の方か

ら 、 魅力ある学校づく り や時代に対応し た教育環境の整備の推進のための方策について回答を 頂けたこ と から 、 学校規模適正化について一定の意見集約が図ら

れたも のと 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

市民と の意見交換会・ アンケート 調査結果から 、 魅力ある学校づく り や時代に対応し た教育環境の整備のための方策と し て「 学校統合」 を 望む声が大多数であ

るこ と から 、 検討委員会では「 学校統合」 の方向で「 上山市みら いの学校構想（ 案） 」 の協議を進めており ます。

「 上山市みら いの学校構想（ 案） 」 について、 改めて市民と の意見交換等の機会を設け、 教育課程の目的を 達成するために必要な望まし い学校規模と より よい

学校の在り 方の実現に向けて合意形成を 進めてまいり ます。
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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －１  豊かな感性と 健やかな体の育成

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生き る力を引き 出す仕組みづく り  学校教育の推進

方針

いのちの教育の推進や体験活動の充実を 図り 、 豊かな人間性や社会性、 健やかな体を 育成し ます。

目標

１ 　 いのちの教育の推進

　 日常の生徒指導を 基盤と する発達支持的な生徒指導や、 チーム学校による指導体制の充実により 、 いじ めや不登校等の生徒指導上の課題の未然防止、 早期発

見による迅速な対応に努めます。

　 また、 安全・ 安心な学校・ 学級風土の醸成により 、 教育活動を 通し て児童生徒の自尊感情を高め、 自己のよさ に気づけるよう にし ます。

２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

　 読書に親し んだり 運動の経験を 増やし たり する取組を推進し 、 学びに向かう 力や社会性、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力等の非認知能力を育成し ます。 発達段階に

応じ て健康で安全な生活を 送るこ と ができ るよう 、 体力・ 運動能力の向上や食習慣を はじ めと する基本的な生活習慣を 改善し ます。

３ 　 体験活動の充実

　 上山の自然や文化を活かし た体験活動を充実するこ と により 、 豊かな感性を 育みます。 上山で働く 大人と 関わるキャ リ アスタ ート ウィ ーク の取組を 通し て、

主体的に自己の進路を見つめ、 将来の夢や希望を思い描けるよう にし ます。

実績

１ 　 いのちの教育の推進

（  １ ） 児童生徒の学級満足度についてアンケート （ Ｑ Ｕ アンケート ） を実施し 、 それに関する教職員研修会及びＳ Ｏ Ｓ の出し 方・ 受け止め方研修の実施により

学校全体で生徒指導上の課題の未然防止、 早期発見に努めまし た。

２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

（  １ ） コ ミ ュ ニティ スク ールの仕組みを生かし て、 地域の特産であるほし がき 作り や米づく り 体験など地域と 連携し た体験的な学びを 推進し まし た。

３ 　 体験活動の充実

（  １ ） 中学校でのキャ リ アスタ ート ウイ ーク や小学校でのスキー教室など地域の力や特色を活かし た活動を 実施し まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

Ｑ Ｕ アンケート において児童・ 生徒が「 学級での生活に満足
し ている」 と 回答し た割合

% 54 － － －

体力テスト においてＢ 判定以上である児童・ 生徒の割合 % 31 － － －
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指標の変化に対する分析

Ｑ Ｕ アンケート については、 児童生徒のニーズが多様化し ている中、 教員数が減少し て抱えている業務が多く なり 、 子供と 向き 合う 時間が十分に取れていなかっ

たため、 学級での生活に満足し ている割合が低かっ たためと 思われます。 また、 体力テスト については、 コ ロナ禍をき っ かけと し て学校行事や大会等も 減っ て

いるこ と から 、 子供たちが活躍する機会が減っ ているこ と が要因と 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ やＳ Ｏ Ｓ の出し 方、 受け止め方研修を行い、 適切に子供の状況を把握するこ と 、 また、 改善するための手立てについて教員が学ぶ場を 設定

し ます。 また、 今行っ ている教育活動の中で子供たちの良さ を 認めら れるよう な場面を 見いだし ていけるよう な取り 組みと し ていき ます。
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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －２  魅力ある学校づく り の推進

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生き る力を引き 出す仕組みづく り  学校教育の推進

方針

地域と の連携を図り 、 社会や子ども の教育的ニーズに対応し た魅力ある学校づく り を 推進し ます。

目標

１ 　 「 一人ひと り の可能性をひら く 」 確かな学力の育成

　 学力の３ 要素である「 知識および技能」 「 思考力・ 判断力・ 表現力等」 「 学びに向かう 力、 人間性等」 をバラ ンスよく 育むため、 主体的・ 対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善に努めます。 また、 小中連携を推進し 、 ９ 年間を見据えた学びの連続性・ 系統性を重視すると と も に、 児童生徒の主体的な学びを促し

ます。

２ 　 安全・ 安心で信頼さ れる学校づく り

　 Ｑ -Ｕ アンケート の実施により 、 学級集団や個々の児童生徒の状況を客観的に把握し 、 いじ めや不登校の未然防止や居心地のよい学級経営の充実を図り ます。

　 また、 児童生徒の安全・ 安心を 確保するため、 学校運営協議会を 効果的に活用し ながら 、 学校・ 家庭・ 地域・ その他関係機関と の連携を 推進し ます。

３ 　 多様な教育的ニーズに対応し た教育の推進

　 すべての児童生徒がそれぞれの能力や特性に応じ た教育を 受けら れるよう にイ ンク ルーシブ教育システムを 推進し ます。

　 また、 児童生徒が心豊かに学び続けら れるよう 、 校内におけるき め細かな指導・ 支援体制の充実に努めます。 さ ら に、 関係機関等と の連携を 図り 、 適正な就

学や教育支援、 不登校児童生徒の学びの場や機会を 保障し ます。

実績

１ 　 「 一人ひと り の可能性をひら く 」 確かな学力の育成

（  １ ） 市内全小中学校に「 授業づく り アド バイ ザー」 と し て大学教授を年１ ～３ 回招聘し 、 授業改善のために指導・ 助言を 受けまし た。

２ 　 安全・ 安心で信頼さ れる学校づく り

（  １ ） ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ の結果を踏まえ、 市内全小中学校で講師を 招聘し ての研修を行い、 結果の見方や手立てについて学ぶ機会を設けまし た。 また、 学校運営協議

会で各校の課題や要望を 委員で共有し 、 連携を 強化し まし た。

３ 　 多様な教育的ニーズに対応し た教育の推進

（  １ ） 教育支援委員会を ３ 回開催し 、 就学児・ 在籍変更の児童生徒の適切な学びの検討を 行い、 ニーズに応じ た教育環境の提供に努めまし た。 また、 学校に行

き づら さ を 感じ る児童生徒に対し ては、 上山市教育支援センタ ーを 相談窓口と し て、 児童生徒の思いに寄り 添いながら 学ぶ機会の提供を 行いまし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

Ｎ Ｒ Ｔ 検査において50以上である児童・ 生徒の割合 % 51 － － －

児童・ 生徒が全国学力・ 学習状況調査において「 学校に行く
のは楽し い」 と 回答し た割合

% 80 － － －

指標の変化に対する分析

Ｎ Ｒ Ｔ 並びに全国学力・ 学習状況調査の結果を 踏まえた分析のための職員研修により 、 個々の児童生徒の理解に基づいた学級経営が展開さ れ、 児童生徒や学級

集団を 支える体制づく り が学校内外で推進さ れまし た。

目標の実現に向けた今後の取組

授業づく り を 軸に研修内容を 充実さ せ、 生徒指導も 含めた個々の教師の授業力を 向上さ せるこ と で、 「 確かな学力」 の育成を 図り ます。
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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －３  特色ある学校づく り の推進

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生き る力を引き 出す仕組みづく り  学校教育の推進進

方針

ふるさ と に誇り を も ち、 豊かな自然・ 歴史・ 文化など、 地域の特色を活かし た学校づく り を 推進し ます。

目標

１ 　 豊かな自然・ 歴史・ 文化など、 地域の特色を活かし た活動の充実

　 「 地域と と も にある学校づく り 」 や「 学校を 核にし た地域づく り 」 を 一体的に進めるため、 各学校の地域の実情に応じ た特色ある教育活動を 展開するための

支援を 充実し ます。

　 また、 斎藤茂吉のふるさ と と し て、 短歌教室やかみのやま教育の日の記念式典における短歌大会等を 開催し 、 児童生徒の郷土愛の醸成を 図り ます。

２ 　 児童生徒主体の特色ある学校づく り の推進

　 平成26年度に子ども たち自身の手によっ て制定し た「 かみのやま子ども 宣言」 の意識化・ 具現化を図るため、 各学校の代表児童生徒を 構成メ ンバーと する

「 かみのやま子ども 会議」 を定期的に開催し ます。

　 また、 上山市の一員と し てでき るこ と を、 各学校の児童会や生徒会の取組と 連動さ せ、 児童生徒が主体と なっ て実践でき るよう に支援し ます。

実績

１ 　 豊かな自然・ 歴史・ 文化など、 地域の特色を活かし た活動の充実

（  １ ） 総合的な学習の時間等を 活用し 、 地域人材や資源を 活かし た各校独自の活動を推進すると と も に、 その様子や成果を 学校だより 等で保護者や地域に発信

し まし た。 また、 小学５ 年生と 中学３ 年生を対象に講師を招聘し ての短歌教室を 開催し 、 教育の日記念式典で短歌を 発表する場を 設け、 学びの成果を 披

露し まし た。

２ 　 児童生徒主体の特色ある学校づく り の推進

（  １ ） 夏休みに「 かみのやま子ども 会議」 を 開催し 、 小中学生が交流を深めると と も に、 各地区の課題を分析し 、 地域を 支えるための具体的な取組について共

に考える機会を 設けまし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

学校評価において保護者が「 特色ある教育活動が展開さ れて
いる」 と 回答し た割合

% 85 － － －
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指標の変化に対する分析

各学校が地域に根差し た教育活動を 展開し 、 短歌教育や子ども 会議の充実を 図っ たこ と で、 児童生徒の学びを家庭や地域に還元するこ と ができ まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

各校の地域に根差し た教育活動の支援を 継続すると と も に、 児童生徒が上山市の一員と し て取り 組も う と し ているこ と を 、 教育の日のステージ発表において発

信する機会を 設けます。
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1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －３  グローバル社会 施策 １ －３ －１  英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成

創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  移住・ 回帰につなぐ きっ かけづく り  都市部から の移住・ 交流の推進　 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の
生きる力を引き出す仕組みづく り  学校教育の推進

方針

英語に触れ、 親し む活動や英語を 用いてお互いの気持ちや考えを 伝え合う 活動を通し 、 英語による実践的なコ ミ ュ ニケーショ ン能力を育成し ます。

目標

１ 　 小中学校における英語教育の推進

　 Ａ Ｌ Ｔ や地域おこ し 協力隊等を 配置すると と も に、 小中連携の視点を 重視し 、 言語活動を 核と し た英語教育を 推進し ます。

　 また、 小中学校で一貫性のある特別な英語教育を 提供するこ と により 豊かなコ ミ ュ ニケーショ ンの能力や国際的視野を備えた人材を育成するため、 「 英語特

区」 の指定に向けた検討を 行います。

２ 　 英語によるコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

　 幼児および児童生徒が英語を 使っ てコ ミ ュ ニケーショ ンを 図る機会を 創出すると と も に、 市民による英語の学び直し の機会を提供するこ と で、 英語を 学ぶ楽

し さ を 味わえるよう にし ます。

　 また、 オンラ イ ンによる国際交流の機会やＡ Ｌ Ｔ 等を講師と し た英語体験教室、 外国人訪問客への英語によるおも てなし の場など、 英語によるコ ミ ュ ニケー

ショ ンの機会を創出し ます。

実績

１ 　 小中学校における英語教育の推進

（  １ ） 外国人Ａ Ｌ Ｔ ２ 人及び地域おこ し 協力隊員１ 人を配置し 、 小学校３ 年生から 中学校３ 年生の各ク ラ スに週１ 回以上サポート でき る派遣体制を整えまし た。

英語教育コ ーディ ネータ ーを 中心に、 月１ 回開催し たＡ Ｌ Ｔ 打合せにて効果的な活動例等を共有し 、 ニュ ースレタ ー等の共通プロジェ ク ト に取り 組みま

し た。

（  ２ ） 中学校２ 年生172人が英語技能検定を 受験し 、 今後の指導に生かせるよう 、 英語教育推進委員会においてその結果を 分析し まし た。

（  ３ ） 中学校の英語授業研究会を２ 回開催し 、 授業づく り アド バイ ザー及び英語教育アド バイ ザーから 助言を 受けまし た。 研究会に参加し た教員37人が話し 合

い、 授業を 改善するこ と ができ まし た。

２ 　 英語によるコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

（  １ ） Ａ Ｌ Ｔ は10回市立保育園を訪問し 、 子ども たちと 一緒に英語活動を 実施し まし た。 サマーキャ ンプに34人の児童生徒が参加し 、 ゲームを 楽し みまし た。

（  ２ ） 英語教育コ ーディ ネータ ー主催の英検対策講座に６ 人の生徒が参加し 、 二次試験の練習を 行いまし た。

（  ３ ） 教育の日に、 ９ 人の生徒がエコ ーホールで英語のスピーチを 披露し まし た。 また、 加勢鳥の開催時に、 ６ 人の生徒がウェ ルカ ムスピーチと し て、 国内外

から 集まっ た100人ほどの訪問客の前で、 英語による市の歴史、 文化の紹介を 行いまし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

英語検定受験料補助金を 申請し た生徒の割合 % ６ － － －

市英語教育推進委員会が実施する「 英語についてのアンケー
ト 」 において「 学習以外で日常的に英語を使う 機会が十分に
あっ た」 ※１ と 回答し た児童・ 生徒の割合
※１ 　 地域の人や外国にいる人と 英語で話す、 英語のテレ ビ
やホームページを 見ると 回答

% 38 － － －

指標の変化に対する分析

英語検定受験料補助金については、 予算500人（ 生徒数88%） 分に対し て、 34人（ 生徒数の６ %） が申請し まし た。 多く の生徒が塾や学校の準会場で受験し 、 令

和６ 年度は本会場の受験のみを対象と し たため、 申請が少なかっ たと 考えら れます。

令和６ 年に実施し たアンケート では、 「 学習以外で日常的に英語を 使う 機会が十分にあっ た」 と 回答し た児童・ 生徒は38%でし たが、 イ ベント などの機会だけ

ではなく 、 英語によるメ ディ ア等が身近になっ ていると 気づかせたこ と が重要だと 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

令和７ 年度から は英語検定の準会場においての受験も 補助対象と し ていき ます。 また、 市報掲載や英語教員を通じ て情報提供するなどし て、 制度の認知度を上

げていき ます。 英語教育コ ーディ ネータ ーを中心に、 地域おこ し 協力隊員及びＡ Ｌ Ｔ の授業以外の活動で英語を 使う 機会を創出し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －５  社会教育 施策 １ －５ －１  生涯学習環境の整備

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生き る力を引き 出す仕組みづく り  家庭教育と 地域教育の充実

方針

生涯学習環境の整備を図り ます。

目標

１ 　 生涯学習の推進

　 地区公民館では、 住民の学習ニーズや地域の抱える課題を 的確に捉え、 人・ 自然・ 歴史・ 文化等の地域特性を 活かし た生涯学習を 展開し 、 幅広い年代に多様

な学習の機会を提供し ます。

　 また、 住民が安心し て快適に利用でき る生涯学習環境の充実を 図るため、 地区公民館や公民館類似施設を整備・ 支援し 、 利用者の利便性の向上を図り ます。

２ 　 心豊かな子ども の育成

　 次代を担う 子ども たちの情操や道徳心を培い豊かな人間性を育むため、 学校・ 家庭・ 地域等多様な主体と 連携を図り ながら 家庭教育の支援に取り 組むほか、

放課後子ども 教室等では、 豊かな人材や地域の資源を 活用し た各種プログラ ム等を 提供するこ と を 通し て、 心豊かな子ども の育成に努めます。

３ 　 多様な体験を 通し た人材の育成

　 人・ 自然・ 歴史・ 文化など、 ふるさ と の地域特性を 活かし 、 生涯学習の魅力を体感する機会を 創出するこ と を 通し て、 こ れから の地域のコ ミ ュ ニティ を担う

人材を 育成し 、 心の豊かさ を育みます。

実績

１ 　 生涯学習の推進

（  １ ） 各地区公民館において、 各事業の目的や成果と 課題を 踏まえながら 地域の特色を 活かし た事業、 講座や教室を 開催し 、 毎月公民館だより を発行、 各戸に

配付すると と も に、 ホームページによる情報提供を行いまし た。 また、 令和４ 年度から 引き 続き 10地区公民館全てにおいて指定管理者制度による効果的

で効率的な運営を 行っ ており ます。 さ ら に、 東地区公民館環境改善工事、 宮生地区公民館屋根構造部外壁塗装工事、 10地区公民館Ｗｉ －Ｆ ｉ 整備工事、

中山地区公民館集会室床材張替工事、 山元地区公民館駐車場盛土工事を行う と と も に、 利用者の利便性の向上を図るため、 皆沢公民館改修工事へ補助金

を 交付し て支援し まし た。

２ 　 心豊かな子ども の育成

（  １ ） 市内の保育施設等６ 施設で家庭教育に関する学習機会等の提供を行いまし た。 また、 放課後子ども 教室を市内２ か所で開催し 、 放課後・ 週末の子ども の

居場所づく り を 行いまし た。

３ 　 多様な体験を 通し た人材の育成

（  １ ） 子ども 育成連絡協議会主催事業について、 参加者数が少なく なっ てき た少年少女ミ ニバスケッ ト ボール大会を 令和５ 年度で廃止し 、 令和６ 年度より ド ッ

ヂビー体験会を 開催し 、 子ども 会の活性化と 子ども たちの体力増進・ 健全育成を 図り まし た。 海の子山の子交歓会では、 事業終了後アンケート を行い

「 参加し てと ても よかっ た・ よかっ た」 は95%に達し まし た。  高校生ジュ ニアリ ーダーあすなろ では、 自主性を重んじ た活動を 行い、 令和６ 年度より 保
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育園ボラ ンティ アを実施し まし た。 「 保育園児と 交流し 笑顔を 作り たい」 と いう 思いのも と 、 あすなろ 自ら 作成し た企画書をみなみ保育園、 し ら さ ぎ保

育園に提出し 、 実施の承諾を得て、 両園で実施し まし た。 両園と も に「 高校生が自発的に活動し ており と ても 良い活動」 、 「 園児はと ても 楽し んでいた」

と 好評でし た。  令和６ 年度から 始まっ た富士登山交流事業では、 本市参加者同士の交流を 促進するため班編成を混合にし 、 登山中は職員および参加者

同士の声掛けが多く 行われまし た。 声掛けがあっ たから 諦めず登るこ と ができ た、 仲間の大切さ を学べたと いう 意見が多く 上がり 、 学びが多い交流事業

と なり まし た。  青少年育成市民会議表彰式を開催し 、 青少年育成功労者と いじ め防止標語の表彰を行いまし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

公民館事業へ参加し た人数 人 20, 963 － － －

放課後子ども 教室参加児童の満足度 % 82 － － －

指標の変化に対する分析

公民館事業へ参加し た人数につき まし ては、 コ ロナ禍があけ、 各地区公民館において実施する公民館事業参加者が毎年度、 徐々に増加し てき ており 、 令和６ 年

度につき まし ても コ ロナ禍で公民館事業への参加を控えていた方が戻っ てき たも のと 考えており ます。

放課後子ども 教室参加児童の満足度については、 児童の興味や関心を 引く 、 普段体験でき ないよう なプログラ ムの実施により 、 児童が楽し さ や充実感を 得やす

かっ たと 考えており ます。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 地区公民館を 中心に人・ 自然・ 歴史・ 文化等の地域特性を活かし た生涯学習を 展開し 、 幅広い年代に多様な学習の機会を 提供し てまいり ます。 また、 放

課後子ども 教室ではアンケート を 行い、 子ども たちや保護者から の意見を 収集し 、 得ら れたフ ィ ード バッ ク を基にプログラ ムを 改善し 、 満足度の向上に努めま

す。
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令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －５  社会教育 施策 １ －５ －２  図書館機能の充実と 読書活動の推進

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を 生かし た環境づく り  文化財の適正な保存と 活用の推進

方針

利用し やすい図書館づく り と 読書に親し みやすい環境づく り を進めます。

目標

１ 　 魅力ある図書館づく り

　 図書資料等を計画的・ 体系的に収集し 、 所蔵資料の充実を 図り 、 利用者の多様なニーズや課題に対応するこ と で、 読書活動を推進し ます。

　 また、 子ども 達が読書を 通し て感性を 磨き 、 豊かな想像力や思いやり の心を はぐ く み、 人間性を 養う こ と ができ るよう 、 読書に親し む機会の提供と 環境の整

備・ 充実を 図るこ と で子ども の読書活動を推進し ます。

　 さ ら に、 生涯学習の拠点施設と し て、 地域関連講座や企画展等を 開催し 、 学びの機会を 提供すると と も に、 図書館来館のき っ かけづく り を行い、 生涯学習を

推進し ます。

実績

１ 　 魅力ある図書館づく り

（  １ ） 図書資料等の購入や寄贈本なども 含め、 3, 073点の受入れを行いまし た。 ６ 年度は寄贈により 市内の民俗学的な資料が充実し まし た。 新着本については、

利用者の目に留まり 利用が進むよう 、 新着本コ ーナーを 引き 続き 設置し ています。

ブッ ク スタ ート アド バイ ザーによる子育て支援（ マタ ニティ ） ブッ ク スタ ート 講座を開催し まし た。 こ ども の読書週間イ ベント やテーマ展示、 長期休み

に合わせオススメ 本のチラ シ配布など啓発活動を 行い、 子ども の読書活動を 推進し まし た。

生涯学習拠点施設と し て113回の事業・ イ ベント （ 月１ 回の名作映画鑑賞会を 含む） と 、 時節や時事問題に応じ た20のテーマ展示を実施し 、 関連図書を

紹介・ 展示するこ と で、 図書館資料を 活用し まし た。

図書館だより 「 来ぶら り 」 の発行を 年２ 回行っ た他、 市報・ チラ シ・ ホームページ・ Ｓ Ｎ Ｓ ( Facebook） ・ 市公式Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ・ 山形県生涯学習情報システ

ムなどの媒体を 使い広報活動を 行いまし た。

図書館の開架窓にUVカ ッ ト 、 飛散防止、 遮熱対応のガラ スフ ィ ルムを 貼付し 、 またWi -Fi 環境の電波の強度、 範囲を 強化し 、 安全で快適な読書環境づく

り を 行いまし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

図書館の入館者数 人 82, 266 － － －

図書館での貸出冊数 冊 81, 688 － － －
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指標の変化に対する分析

入館者数、 貸出冊数と も に前年度より 微減と なり まし たが、 会館日数も 少ないため一日平均でみると 入館者はほぼ増減あり ません。 貸出冊数の減少については、

館内閲覧者や学習のための利用者の増加が考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

図書資料等を 充実さ せながら 、 各種事業を 企画開催すると と も に広報の方法を工夫し て来館のき っ かけづく り を 行い、 利用者増を図り ます。 また、 親し みやす

い図書館と なるよう 環境整備に努め、 子ども の読書活動も 含む生涯学習を 推進し てまいり ます。
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1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －６  文化財・ 文化芸術 施策 １ －６ －１  文化財愛護による地域づく り

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を 生かし た環境づく り  文化財の適正な保存と 活用の推進

方針

文化財愛護を 通し て地域の魅力を 高めます。

目標

１ 　 文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

　 市民参加型の保全活動等を継続開催するこ と を通し て、 文化財の適正な保存や活用を図ると と も に、 文化財に携わるコ ミ ュ ニティ の育成や文化財関連情報の

効果的な発信を通し て文化財愛護の意識の醸成に努めます。

実績

１ 　 文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

（  １ ） 歴史的建造物を 適正に保存し 、 後世に正し く 伝承するため、 茅葺屋根等を 適正に修繕し まし た。  修繕実績： 武家屋敷「 山田家」 、 楢下宿「 旧武田家」 、

春雨庵本堂

（  ２ ） 国史跡「 羽州街道金山越」 で、 市民参加による史跡の保全活動を実施し まし た。 市民史跡保全活動実績： 金山峠越え羽州街道における史跡保全活動５ 回

参加人数82人

（  ３ ） 市民が集い交流する活動拠点と し て歴史的建造物を 活用し まし た。  武家屋敷「 旧曽我部家」 活用実績： 文化団体数７ 団体、 利用回数27回、 利用者

数1, 870人/放課後子ども 教室「 かみのやま寺子屋」 参加児童延べ人数1, 818人

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

公開文化財施設の入館者数 人 9, 832 － － －

市民史跡※２ 保全活動参加者数
※２ 　 金山峠、 楢下宿、 土矢倉古墳

人 82 － － －
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指標の変化に対する分析

入館者数につき まし ては、 コ ロナ禍での減少から 武家屋敷は徐々に増加傾向、 その他施設は平準化し ています。 市民史跡保全活動参加者数はリ ピータ ーにより

一定数を 維持し ています。

目標の実現に向けた今後の取組

文化財の適正な保存と 積極的な公開活用を 図ると と も に、 諸調査による地域資源の磨き 上げや調査成果の地域への還元を 通し て、 ふるさ と 理解の推進と 郷土愛

の醸成を 図り 、 住民主導の歴史まちづく り を推進し ます。

18



1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －６  文化財・ 文化芸術 施策 １ －６ －２  文化芸術の環境づく り

創生総合戦略 該当なし

方針

文化芸術活動の振興を図り ます。

目標

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

　 文化芸術団体が取り 組む自主的な活動と 団体の育成を支援すると と も に、 文化団体協議会をはじ めと する関係団体と 連携し 、 文化芸術の振興を 図り ます。

　 また、 文化芸術団体と の連携のも と 、 地域で育まれてき た文化や芸術を 体験する機会を 提供するこ と を 通し て、 ふるさ と 理解の推進と 郷土愛の醸成に努めま

す。

２ 　 斎藤茂吉のふるさ と づく り

　 斎藤茂吉のふるさ と と し て、 関係団体と 連携を図り ながら 茂吉に縁のある多様な催事の開催を 支援し 、 地域に根差し た文化の振興を図り ます。

実績

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

（  １ ） 文化団体協議会と 共催で「 第68回上山市総合文化祭」 を 開催し 、 活動発表の場を 提供するこ と で文化芸術活動への参加意欲の喚起を行っ たほか、 「 第60

回上山市文化芸術功労者を称える会」 を開催し ４ 個人を 表彰し まし た。

２ 　 斎藤茂吉のふるさ と づく り

（  １ ） 斎藤茂吉の生誕日や命日に合わせた魅力発信のため「 第50回斎藤茂吉記念全国大会」 及び「 第58回茂吉忌合同歌会」 を開催し たほか、 児童・ 生徒を 対象

と し た「 第22回斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ンク ール」 では国内外の134校から 8, 407首の応募があり まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

市総合文化祭来場者延べ人数 人 5, 650 － － －

斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ンク ール等における本市から の応募
数

首 1, 413 － － －

19



2

指標の変化に対する分析

市総合文化祭については、 同会場でマルシェ を 開催するなど来場者増に向けた新たな取組を 実施し たため、 令和５ 年度と 比較し て令和６ 年度の来場者が増加し

たも のと 考えており ます。

斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ンク ール等における本市から の応募数に関し て、 令和５ 年度と 比較し 令和６ 年度の応募数が減少し たこ と については、 少子高齢化等や

市内の人口の減少に伴い減少し たも のと 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 市内文化団体と 連携を図り 、 特に小・ 中学生が文化芸術活動に触れる多様な機会を提供すると と も に、 自主的な文化活動の支援を 通し て文化芸術活動

の環境づく り に取り 組みます。
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1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第２ 章 元気　 「 と も に支え合い、 元気に暮ら せるまちをつく
り ます」
２ －２  スポーツ

施策 ２ －２ －１  生涯にわたるスポーツ活動の推進

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を 生かし た環境づく り  スポーツを 通じ た地域活性化の推進

方針

生涯にわたり 誰も が楽し めるスポーツ活動を 推進し ます。

目標

１ 　 誰も が生涯にわたり スポーツや健康づく り に親し む機会の創出

　 市民一人ひと り が、 生涯を通じ て「 する」 「 観る」 「 支える」 スポーツや健康づく り に親し むこ と ができ る機会を 提供し ます。

２ 　 子ども のスポーツ活動の推進

　 総合型地域スポーツク ラ ブ、 スポーツ少年団および学校等の地域社会全体が連携・ 協働し 、 児童・ 生徒の体力向上と スポーツの楽し さ や喜びを 体験でき るス

ポーツ環境の充実を 図り ます。 また、 競技力向上を 目指すジュ ニア選手の育成・ 強化を支援し ます。

３ 　 スポーツ施設の環境整備

　 市民の誰も が幅広く スポーツ活動を 行う こ と ができ るよう 、 公共スポーツ施設等の改修および適正な管理運営に努めます。

実績

１ 　 誰も が生涯にわたり スポーツや健康づく り に親し む機会の創出

（  １ ） 「 観る」 視点でプロスポーツを 市民で応援する「 市町村応援デー」 を 、 サッ カ ー・ バスケッ ト ボール・ バレ ーボールでそれぞれ行い、 モンテディ オ山形

では２ 回、 パスラ ボ山形ワイ ヴァ ンズ・ アラ ンマーレ 山形では１ 回ずつ開催し まし た。 また、 「 支える」 視点では、 スポーツ推進委員の定例会を年11回

開催し 、 縦断駅伝や蔵王坊平ク ロスカ ント リ ー大会等、 市のスポーツイ ベント 等を 推進いたし まし た。

２ 　 子ども のスポーツ活動の推進

（  １ ） 委託事業と し て「 市民スポーツ教室」 及び「 出前スポーツ教室」 を 計102回行い、 816人の参加者でし た。 前年度の比較では846人から 3. 5%の減と なり ま

し た。  また、 令和６ 年度は「 部活動地域移行」 の推進を 目的と し た、 モデル事業を 計３ 回開催し 、 59人参加と なり まし た。

３ 　 スポーツ施設の環境整備

（  １ ） 体育文化センタ ーエコ ーホールの「 舞台機構」 及び「 移動観覧席」 の経年劣化による部品交換工事を 行いまし た。 また、 長年和式であっ たト イ レの洋式

化工事を 実施し まし た。 その他、 廃止と なっ た市民プールの代替と し て南小学校のプールを夏休み期間の31日間開場し 1, 464人の利用と なり まし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

市総合体育大会及び総合型地域スポーツク ラ ブ開催事業参加
者数

人 1, 802 － － －

公共スポーツ施設市民利用者数 人 192, 844 － － －

指標の変化に対する分析

市総合体育大会及び総合型スポーツク ラ ブ開催事業については、 前年度と 比較し 、 開催数は賃金水準の上昇等から 120回から 18回減り 102回の開催でし たが、 参

加者数は一回当たり の参加者数が伸びたため、 ほぼ横ばいと なり まし た。

公共スポーツ施設の市民利用者については、 今回が初めての集計のため比較でき ませんが、 市外利用者を 含む全体の利用者数と し ては、 前年度と 比較し 各種大

会開催が多かっ たこ と などから 微増と なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

誰も が生涯にわたり スポーツや健康づく り に親し む機会の創出のため、 市民がプロスポーツに関われる市町村応援デーや夢ク リ ニッ ク を開催し てまいり ます。

また、 スポーツ推進推進委員会定例会を 通じ 、 各種スポーツイ ベント の開催や運営補助を 推進し てまいり ます。

子ども のスポーツ活動の推進のため、 部活動地域展開に向けた小中学生向けの事業を推進し て参り ます。

スポーツ施設の環境整備については、 安心・ 安全な施設運営のも と 利用者から 体育施設を満足し て利用し ても ら う ため、 施設修繕計画のも と 体育施設の設備更

新・ 修繕等を 行っ てまいり ます。
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1

令和６ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第２ 章 元気　 「 と も に支え合い、 元気に暮ら せるまちをつく
り ます」
２ －２  スポーツ

施策 ２ －２ －２  スポーツを 通じ た地域活性化の推進

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を 生かし た環境づく り  スポーツを 通じ た地域活性化の推進

方針

スポーツを 通じ た地域活性化を 推進し ます。

目標

１ 　 スポーツを通し た交流の促進

　 市民がスポーツを 通し て交流を 深め、 相互に連携を 図り 活動するこ と は、 地域に一体感を 生み出し ます。 そのため、 各種大会やスポーツイ ベント 等の開催を

通し て交流人口の拡大を 図り ます。 また、 合宿、 スポーツイ ベント で訪れるト ッ プアスリ ート と の交流の機会を 設け、 選手のレベルアッ プにつなげるなど地域

スポーツの振興を 図り ます。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

　 施設の利用促進を 図り 、 アスリ ート の育成と スポーツを 通じ た地域経済活性化への貢献を 目指すと と も に、 Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 2020オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク の

事前合宿受入のノ ウハウを基に、 2025世界陸上東京大会などでの海外から の事前合宿受入を積極的に取り 組み、 国際的にも 利用し ても ら える施設を目指し ます。

実績

１ 　 スポーツを通し た交流の促進

（  １ ） 市民がスポーツを 通じ て交流を 深めるため、 蔵王坊平ク ロスカ ント リ ー大会及びツール・ ド ・ ラ ・ フ ラ ンス大会、 市民スポーツフ ェ スティ バルなどの大

会を 開催し まし た。 また、 ツール・ ド ・ ラ ・ フ ラ ンス大会においては、 持続可能な大会運営の観点から 、 期間型のイ ベント 、 ラ イ ド アラ ウンド 編と し て

初開催し 、 478名の参加登録があり まし た。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

（  １ ） 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ事業では、 新たな利用促進を 図るため、 Ｎ Ｔ Ｃ 対象者以外の方にも 広く 、 医・ 科学サポート が受けら れるよう 補助事業を

創設し 効果的に準高地ト レーニングを行える環境づく り に努め18団体の利用があり まし た。 また、 ト ッ プアスリ ート と の交流事業については２ 回開催し 、

ト ッ プアスリ ート と 市内ジュ ニアアスリ ート の交流を 設けるこ と により 、 競技力向上はも ちろ ん、 子ども たちに、 スポーツの楽し さ や大き な夢・ 希望を

育む機会と なり まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

地域の子ども 達と の交流事業参加者数 人 177 － － －

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ市民利用者数 人 1, 808 － － －
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2

指標の変化に対する分析

ト ッ プアスリ ート と 地域の子ども 達と の交流事業については、 前年度を超える参加があり 、 子ども 達から のニーズが高い結果と なり まし た。 アスリ ート ヴィ レッ

ジの市民利用者数は、 今回初めて集計と なっ たため前年度と 比較はでき ませんが、 市外利用者を含む全体の利用者数は、 前年度の冬季国民スポーツ大会が開催

さ れた影響などから 減少し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 、 様々なスポ―ツ大会等を 通し て関係人口の拡大を図っ ていく と と も に、 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 国内問わず国際的にも 認めら れる施設と し て

充実でき るよう 関係団体等と 連携を 強化し てまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 01教育委員会費

施策 １ －４ －２ 　 学校規模の適正化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

教育委員会の運営及び活動に必要な経費のほか、 上山明新館高等学校教育振興会等への負担金を 措置し ます。 あわせて、 上山市奨学金貸付基金により 大学生へ

の奨学金貸与事業を 行います。

目的

教育の機会均等、 教育水準の維持向上及び地域の実情に応じ た教育の振興が図ら れる よう 、 公正かつ適正に教育行政を 推進するため。 また、 「 上山市教育振興

基本計画」 のも と 、 教育の課題やある べき 姿を 市長と 教育委員と で共有し 、 教育行政の推進を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 5, 441 5, 248

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市教育振興基本計画のも と 他県、 他市町村と の情報交換を 行い、 当市の実情に応じ た教育の振興が図ら れる よ う に努めてまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書等の任用や学校備品の購入等を 行います。 また、 学校施設の老朽化に伴

う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設整備や維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 342, 458 244, 549

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

西郷小中学校にかかる 委託費及び工事費を 令和７ 年度に繰り 越し たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 引き 続き 環境改善のための工事や老朽箇所の修繕、 学校備品や教材の更新に努めてまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備を する と と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 読書習慣を 身に付ける こ と ができ る 環境づく り を 目指すため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 4, 762 4, 483

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

教材整備基準に基づき 教材備品等を 更新、 学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努めてまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

時代に対応し たＩ Ｃ Ｔ 機器の整備やＩ Ｃ Ｔ 機器を 安全・ 安心に使用でき るよ う セキュ リ ティ 対策を 行います。

目的

Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 23, 417 23, 343

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

令和７ 年度に、 フ ルク ラ ウド の教育ネッ ト ワーク 整備と 児童生徒用端末の更新を 行う こ と で、 動作環境の遅さ などの課題を 解決する と と も に、 教職員の働き 方

改革を 促すこ と で、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、 個別最適・ 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。

4



1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 中学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書等の任用や学校備品の購入等を 行います。 また、 学校施設の老朽化に伴

う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設整備や維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 198, 976 185, 924

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 引き 続き 環境改善のための工事や老朽箇所の修繕、 学校備品や教材の更新に努めてまいり ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備を する と と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 読書習慣を 身に付ける こ と ができ る 環境づく り を 目指すため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 3, 370 3, 244

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

教材整備基準に基づき 教材備品等を 更新、 学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努めてまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 該当なし

事業概要

時代に対応し た教育環境の整備

目的

Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 16, 252 14, 676

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

令和７ 年度に、 フ ルク ラ ウド の教育ネッ ト ワーク 整備と 児童生徒用端末の更新を 行う こ と で、 動作環境の遅さ などの課題を 解決する と と も に、 教職員の働き 方

改革を 促すこ と で、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、 個別最適・ 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。

7



1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 給食セン タ ー管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 04学校給食費・ 01学校給食費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略 ５ 　 連携施策等 広域的な行政体制づく り  広域行政体制の積極的推進

事業概要

市内小・ 中学校の児童・ 生徒に給食を 提供する ため下記の事業を 実施し ます。

（ １ ） 学校給食セン タ ーの効率的な運営・ 管理

（ ２ ） 設備等の修繕及び計画的な更新

（ ３ ） 食物アレ ルギー対応食の提供

（ ４ ） 給食費の滞納繰越分の対応

目的

児童・ 生徒に安全・ 安心な給食を 提供するため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 314, 019 299, 512

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

施設整備後20年を 経過し たこ と から 、 施設内設備等の点検を 実施し 、 優先順位を 決めながら 引き 続き 更新・ 修繕を 行い、 安心安全な給食の提供に努めて参り ま

す。

8



1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域おこ し 協力隊推進事業費 予算科目 01一般会計・ 02 総務費・ 01総務管理費・ 06企画費

施策 １ －３ －１ 　 英語を 通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  移住・ 回帰につなぐ きっ かけづく り
都市部から の移住・ 交流の推進

事業概要

小学校の外国語授業・ 外国語活動補助を 円滑に行う ため、 市内小学校に日本人外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 社会が求める国際的な上山の子ども を 育てる学校体制を 整える ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

英語の学力の中で特に話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏
差値等が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均と 同値になる 状態
集中的英語学習体験の実施によ り 、 英語への
関心・ 意欲が伸びる状態

話すこ と の分野で偏差値が全国平均を 下回り
まし たが、 聞く こ と の分野では、 全国平均と
ほぼ同値と なり まし た。
集中的英語学習体験の実施によ り 、 英語への
関心・ 意欲が伸びまし た。

活
動
指
標

地域おこ し 協力隊員配置人数 １  人 １  人

イ ン グリ ッ シュ ・ キャ ン プ実施回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 5, 257 4, 096

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

教材研究の時間及び研修の機会を 確保する こ と で教員の授業力を 向上さ せ、 地域おこ し 協力隊員を 効果的に活用し 、 英語を 聞く こ と 、 話すこ と の言語活動を 推

進し ます。 外国語及び多文化へ触れる体験型イ ベント の開催等によ り 、 外国語への関心・ 意欲を 促し ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育指導費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成　 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進　 １ －２ －３ 　 特色ある学校づく り の推進 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

各小中学校の学校経営や教育活動への指導、 支援を 行います。 また、 教科書採択及びＩ Ｃ Ｔ 化に伴う 教師用教科書、 指導書の整備を 行う と と も に、 学校教育指

導に要する 費用及び児童生徒の派遣費の補助を 行います。

目的

全ての児童生徒への適正な教育と 学校・ 学級経営の深化及び個々の担任力を 高める ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

児童生徒が学級での生活に満足し ている と 自覚し てい
る 状態

児童生徒が学級での生活に満足し ている と 自
覚し ている 状態

児童生徒が学級での生活に満足し ている と 半
数以上が自覚し ていまし た。

活
動
指
標

デジタ ル教科書の導入数 33 セッ ト 33 セッ ト

児童生徒派遣費の補助実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 18, 626 16, 318

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

児童・ 生徒のニーズが多様化し ている中、 教員の数が減少し 、 抱えている 業務が多く なっ ています。 子ども と 向き 合う 時間が十分と れなかっ たため、 学級での

生活に満足し ている 割合が半数以上にと ど まっ たも のと 思われます。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き デジタ ル教科書等を 導入し 、 教員に教材研究の時間が確保でき る よう ゆと り を 創出し ていき ます。 体育大会等派遣費補助を 継続し 、 学校生活に満足で

き る生徒を 増やし ます。 特に若手教員に対する 研修等の機会を 与え、 学級経営能力を 育成し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 魅力ある 学校づく り 推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成　 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進　 １ －２ －３ 　 特色ある学校づく り の推進 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

中学２ 年生が３ 日間の職場体験学習を 通じ て職業観、 勤労観を 育みます。

標準学力検査・ 知能検査・ Ｑ －Ｕ 検査、 Ｇ Ｔ Ｅ Ｃ 等を 行い、 検査結果から 学力向上や学級集団づく り に向けた対応を 図る と と も に、 各校毎に地域の自然、 文化

や伝統産業を 活かし た特色ある 教育活動を 推進し ていき ます。

目的

地域に密接し た活動と 個人の学力等を 客観視するこ と によ り 、 主体的に学習に取り 組む態度を 育むため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た学習活動
を 提供でき る 状態

保護者が短歌学習などの「 上山市なら ではの
特色ある 教育活動が展開し ている 」 と 感じ て
いる 割合が、 前年度を 上回る 。

保護者が短歌学習など の「 上山市なら ではの
特色ある 教育活動が展開し ている 」 と 感じ て
いる 割合が、 前年度と ほぼ同じ でし た。

活
動
指
標

特色ある 学校づく り 推進事業費の補助実施校数 ７  校 ７  校

キャ リ アスタ ート ウィ ーク の実施校数 ３  校 ３  校

標準学力検査、 知能検査、 Ｑ －Ｕ 検査等の実施校数 ７  校 ７  校

事業費（ 千円） 16, 342 14, 516

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

目標については、 児童生徒・ 保護者のニーズが多様化するも 、 教職員数が減少し 特色ある教育活動の展開を 十分に行えなかっ たためです。 事業費については、

英検補助対象を 本会場受験のみと し たので申請件数が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

職場体験学習を 通じ て職業観、 勤労観を 育みます。 また、 学力検査等の結果を 学力向上や学級集団づく り に生かすこ と で、 教職員のゆと り を 創出し 、 各校毎の

地域の自然や文化を 活かし た特色ある教育活動を 推進し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教職員研修費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り の推進　 １ －３ －１ 　 英語を通じ たコ ミ ュニケー
ショ ン能力の育成 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

上山市教育振興基本計画に基づき 、 大学や学術機関と 連携し た各種研修・ 講座を 開催し ます。 また、 Ｑ －Ｕ 検査と 学力検査のデータ 分析から 学級集団づく り を

基盤と し た担任力及び学力向上のための研修会を 開催し ます。

目的

学級集団や学力の状況を 客観的データ で分析するこ と や、 講師の招へい、 各種研修会の開催によ り 担任力及び確かな学力の向上を 図るため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

児童生徒が安心し て楽し く 意欲的に学校生活が送るこ
と ができ る状態

児童生徒が学校生活や学習に満足し 「 学校に
行く のは楽し い」 と 思っ ている 状態
経験５ 年未満の教員に本市の課題に応じ た研
修を 提供でき る 状態

児童生徒が「 学校に行く のは楽し い」 と 思っ
ている 状態は、 今年度は80%で前年度と ほぼ
同じ でし た。
経験５ 年未満の教員に本市の課題に応じ た研
修を 提供し まし た。

活
動
指
標

英語教育アド バイ ザーによ る 研修会 ７  回 ７  回

Ｑ －Ｕ 検査活用・ 学級づく り 研修会の実施回数 ７  回 ７  回

中堅教員のアド バイ ザーへの起用人数 ３  人 ３  人

事業費（ 千円） 1, 658 1, 082

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 児童生徒数の減少と 対応する 教職員の減少によ り 予算の範囲内で対応でき たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

学校生活を さ ら に安心し て楽し く 送るこ と ができ るよ う に、 Ｑ Ｕ 検査活用の充実と Ｏ Ｊ Ｔ 機能の強化が図れる よ う な研修を 企画・ 運営し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育支援充実事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り の推進　 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持
管理と 運営 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

様々な障がいや不安を 抱えた児童生徒に対し 、 個々のニーズに応じ た支援等を 行う 人員及び中学校における 部活動指導員の配置を 行います。 また、 授業や校務

における Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 推進する ため支援員の派遣を 行います。

目的

通常学級及び特別支援学級に在籍する 子ども にき め細かい指導を 行う と と も に、 家庭の問題や言語上の課題を 抱え、 学習困難な子ど も に対し て学校の窓口と な

り 子ども も 保護者も 安心でき る 学校づく り を 推進する ため。

教員の働き 方改革の実現を 図り 、 学校教育活動の充実を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

様々な障がいや不安を 抱える 児童生徒が、 支援を 受け
る こ と で学校へ行く こ と が楽し いと 思う 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し てい
る 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し まし
た。

活
動
指
標

学校生活指導員配置人数 ２  人 ３  人

学校教育支援員配置人数 12 人 12 人

別室登校学習指導員、 自立支援員配置人数 ３  人 ３  人

事業費（ 千円） 55, 971 49, 773

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用が推進さ れ、 事業費についてＩ Ｃ Ｔ 活用支援業務委託によ る 支援員の派遣を 抑える こ と ができ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

支援を 必要と する 児童生徒の実態を 把握し 、 適正な配置を 行い、 教員の働き 方改革と 学校教育活動の充実を 図っ ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 英語教育推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －１ 　 英語を 通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

小学校の外国語・ 外国語活動、 中学校の英語科授業補助のため市内小中学校に外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。 また、 市内の児童生徒等の英語学習機

会を 拡充する ため、 英語教育コ ーディ ネータ ーを 配置し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 グロ ーバル社会を 生き る ためにコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 備えた上山の子ども を 育てる 体制を 整える ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

英語の学力の中で特に話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差
値等が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均と 同値になる 状態
Ａ Ｌ Ｔ は各学級の外国語・ 外国語活動・ 英語
科の授業へ週１ 回派遣さ れている 状態

話すこ と の分野で偏差値が全国平均を 下回り
まし たが、 聞く こ と の分野では、 全国平均と
ほぼ同値と なり まし た。
Ａ Ｌ Ｔ を 各学級の外国語・ 外国語活動・ 英語
科の授業へ週１ 回派遣し まし た。

活
動
指
標

Ｊ Ｅ Ｔ プログラ ムＡ Ｌ Ｔ 配置人数 ２  人 ２  人

各学級の外国語・ 外国語活動・ 英語科の授業への週間Ａ
Ｌ Ｔ 派遣回数

１  回 １  回

英語教育コ ーディ ネータ ー配置人数 １  人 １  人

事業費（ 千円） 16, 841 13, 392

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

Ｊ Ｅ Ｔ プロ グラ ムＡ Ｌ Ｔ の１ 人が、 前半任期終了後中途退職し たため、 ３ か月分の報酬等及び帰国費用弁償の支払い義務が発生せず、 支出が生じ ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

教材研究の時間及び研修の機会を 確保する こ と で教員の授業力を 向上さ せ、 Ａ Ｌ Ｔ を 効果的に活用し 、 英語を聞く こ と 、 話すこ と 等の言語活動を と おし てコ ミ ュ

ニケーショ ン を 図る 教育活動を 推進し ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域ぐ るみの学校安全体制整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

地域学校安全指導員である スク ール・ ガード ・ リ ーダーを 配置し 、 巡回指導や通学路の安全点検及び危険個所の確認を 行います。

目的

通学路や地域の安全を 保障する こ と によ り 、 安全・ 安心がある学校教育を 推進する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの配置によ り 、 登下校時
の安全確保に努め地域ぐ る みで児童生徒の安全への機
運が高めら れた状態

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの巡回指導の回
数を 増やすこ と で児童生徒の安全確保が一層
図ら れている 状態

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの巡回指導の回
数を 増やすこ と で巡回指導を 手厚く 行う と と
も に、 児童生徒の安全に対する意識づけの呼
びかけができ た。

活
動
指
標

スク ール・ ガード ・ リ ーダー配置人数 １  人 １  人

スク ール・ ガード ・ リ ーダー活動回数 75 回 79 回

　 　

事業費（ 千円） 324 324

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

特に危険個所を 重点的に巡回し ても ら う こ と で児童生徒の安全確保に努めます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育研究所等運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

教育に関する 研究調査・ 研修の実施、 所報「 教育上山」 の発行、 社会科副読本「 わたし たち の上山市」 発行、 市学校教育研究会事業への補助を 行います。

各校のホームページの運営管理により 、 情報の発信を 広く 行います。

目的

教育の情報収集、 交換を する こ と によ り 、 現在の担任力を 深化さ せる と と も に、 学び合いの授業研究を 推進し 子ども の作品を 活用するこ と によ り 、 担任力を 向

上さ せる ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

市教委及び市内各団体の必要と する 調査、 研究及び教
職員の研修を 高め、 教育の振興を 図っ ている状態

教職員の研修会の内容及び担任力等に関し て
研究がよ り 深めら れ、 小中学校に情報を 発信
さ れる 状態　 社会科副読本を 利用し てよ り 実
態に根ざし た授業が展開さ れる 状態

教職員の研修会の内容及び担任力等に関し て
研究がよ り 深めら れる よう 小中学校に情報を
発信し まし た。 社会科副読本を 利用し てよ り
実態に根ざし た授業を 展開し まし た。

活
動
指
標

所報「 教育上山」 発行回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 698 605

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

小中連携によ る 学び合いの授業研究や郷土愛を 育む副読本の発行を 通し て、 子ども たち の確かな学力の定着を 図り ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育相談所運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

教育相談員を 配置し 、 教育相談活動、 生活支援、 適正な就学にむけた教育支援を 行います。

目的

不登校や特別な支援を 要する 子ど も に個別の指導や適正な就学指導を 行い、 安心でき る教育環境を 整える ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

特別な支援を 要する児童生徒の実態把握及び個々のニー
ズに応じ た支援を 行い不登校になら ない状態

特別な支援を 要する児童生徒で不登校傾向の
児童生徒が前年度よ り 減少し た状態

不登校傾向の児童生徒向けの適応指導教室
（ すこ やか教室） を 開催する などし 、 不登校
傾向の児童生徒が前年度よ り 減少し まし た。

活
動
指
標

教育相談員配置人数 １  人 １  人

専門員の配置人数 ９  人 ９  人

適応指導教室設置数 １  箇所 １  箇所

事業費（ 千円） 5, 706 5, 509

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校及び関係機関と 連携を 図り ながら 、 子ども たちが安心でき る教育環境を 整えていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 就学時健康診断費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

次年度小学校入学予定者に対し 、 適正な就学にむけた就学時健康診断を 実施し ます。

目的

就学時健康診断で健康状態を 把握し 、 適正な就学を 支援するため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 さ ら に、 一
人ひと り の健康状態を 把握し 保護者に助言でき る 状態

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 さ
ら に、 一人ひと り の健康状態を 把握し 保護者
に助言でき る 状態

小学校１ 年生の不登校は２ 名でし た。 一人ひ
と り の健康状態を 把握し 保護者に適切な助言
を 行いまし た。

活
動
指
標

就学時健康診断の実施率 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 396 337

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

家庭内の関わり 方や本人の学校での不安の大き さ によ り ２ 名が不登校と なり まし たが、 ３ 月には欠席０ 日と なり 継続し て登校でき る よ う になり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

就学児童や保護者が安心し て入学でき る よ う 、 法令等に基づき 就学先の学校や関係機関と 連携を 取り ながら 計画的に進めていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 私立高等学校就学奨励補助費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －１ －２ 　 子育て支援体制の充実 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

私立高等学校生徒の保護者に対し 、 補助金交付を 行い経済的負担の軽減を 図り ます。

目的

就学奨励補助金を 交付する こ と により 、 就学を 支援するため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

生徒の学習状況を 把握し 、 必要な学習活動を 提供でき
る 状態

援助を 希望する 私立高校生徒保護者に審査の
う え補助金交付し ている 状態

援助を 希望する 私立高校生徒保護者に審査の
う え補助金を 交付し まし た。

活
動
指
標

就学奨励補助実施率 70 % 50 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 600 330

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 対象者になり う る 保護者等へ制度内容が周知でき る よ う 努めていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

児童、 教職員の健康診断の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

児童及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

全ての児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行う
状態

全ての児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理
する と と も に必要があれば受診を 勧める 等、
適切な助言を 行う 状態

児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 、 必
要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行
いまし た。

活
動
指
標

児童の健康診断実施率 100 % 99. 8 %

教職員の健康診断実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 9, 338 7, 688

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

検診日に病欠等の児童がいたため、 全検診で100%と なり ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 法令等に基づき 計画的に実施し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成　 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 、 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域児童の就学並びに児童の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内小学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

全児童の怪我に対する 医療給付が適切に行われている
状態
教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り 行われてい
る 状態

児童の怪我に対する医療給付が適切に行われ
ている 状態
教材備品が管理さ れ教育課程が予定通り 行わ
れている 状態

児童の怪我に対する医療給付を 適切に行いま
し た。
教材備品を 管理し 教育課程を 予定通り 行いま
し た。

活
動
指
標

教育事務委託人数 46 人 40 人

日本スポーツ 振興セン タ ー加入率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 25, 520 16, 959

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費については、 児童数の変動に対応でき る よ う 予算を 確保し まし たが、 実際に対象と なっ た児童が少なかっ たためです。 また、 教育事務委託について、 こ

れまで多く 支払っ ていた受益者負担と 給食費等の精算を 行い、 総支払額が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 児童が安心でき る 教育環境を 計画的に整えていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態
保護者の経済的負担軽減が図ら れている 状態

補助を 行う こ と で、 無事故で通学し ている 状
態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図れる 状態

補助を行う こ と で、 無事故で通学できまし た。
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減を 図り まし た。

活
動
指
標

準要保護認定人数 65 人 68 人

遠距離通学費の補助実施率 100 % 78 %

　 　

事業費（ 千円） 11, 218 9, 356

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 遠距離通学費について補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校と 連携し ながら 遠距離通学費補助金等制度の周知を 図っ ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 スク ールバス運行事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

スク ールバスの運行（ 通学時及び校外行事等） を 行います。

目的

スク ールバスの運行によ り 、 安全を 確保する と と も に魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 34, 105 27, 830

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

児童生徒の健全育成につなげる ため、 計画的で安全なスク ールバスの運行を 行います。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

生徒、 教職員の健康検査の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

生徒及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

全ての生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行う
状態

全ての生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理
する と と も に必要があれば受診を 勧める 等、
適切な助言を 行う 状態

生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 、 必
要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行
いまし た。

活
動
指
標

生徒の健康診断実施率 100 % 97. 9 %

教職員の健康診断実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 5, 845 4, 787

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

検診日に病欠や不登校の生徒がいたため、 全検診で100%と なり ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 法令等に基づき 計画的に実施し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成　 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 、 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域生徒の就学並びに生徒の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内中学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

全生徒の怪我に対する 医療給付が適切に行われている
状態
教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り 行われてい
る 状態

生徒の怪我に対する医療給付が適切に行われ
ている 状態
教材備品が管理さ れ教育課程が予定通り 行わ
れている 状態

生徒の怪我に対する医療給付を 適切に行いま
し た。
教材備品を 管理し 、 教育課程を 予定通り 行い
まし た。

活
動
指
標

教育事務委託人数 ７  人 ６  人

日本スポーツ 振興セン タ ー加入率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 6, 720 1, 204

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 生徒数の変動に対応でき るよ う 予算を 確保し まし たが、 実際に対象と なっ た生徒が少なかっ たためです。 また、 教育事務委託について、 こ れ

まで多く 支払っ ていた受益者負担と 給食費等の精算を 行い総支払額が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 生徒が安心でき る 教育環境を 計画的に整えていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト  子ども の生きる力を引
き出す仕組みづく り  学校教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態
保護者の経済的負担軽減が図ら れている 状態

補助を 行う こ と で、 無事故で通学し ている 状
態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図ら れている 状態

補助を行う こ と で、 無事故で通学できまし た。
就学援助により 経済的困難な保護者の負担軽
減を 図り まし た。

活
動
指
標

準要保護認定人数 46 人 43 人

遠距離通学費の補助実施率 100 % 81 %

　 　

事業費（ 千円） 9, 982 7, 415

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 対象者になり う る 保護者等へ制度内容が周知でき る よ う に努めていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 生涯学習推進費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 01社会教育総務費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

生涯学習活動の支援を 通し て多様な生涯学習を 推進し ます。

目的

人・ 自然・ 歴史・ 文化など地域の特性を 活かし た生涯学習を 展開する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

生涯学習が推進さ れている 状態 生涯学習が推進さ れている 状態 地区公民館や生涯学習団体によ る 講座等を 開
催し まし た。

活
動
指
標

社会教育委員会開催回数 ２  回 ２  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 3, 285 2, 085

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

社会教育指導員の採用が年度当初から でき ず、 ７ 月下旬から 採用と なっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

地区公民館を中心に人・ 自然・ 歴史・ 文化など地域の特性を 活かし た生涯学習を 展開し 、 また生涯学習団体による市民参加型の学びの場を 支援し てまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 公民館費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 02公民館費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市民が安全に安心し て学習でき る 生涯学習環境を 整備し ます。

目的

地域活動の拠点施設である 地区公民館を 効率的に管理運営する と と も に、 安全で快適に利用でき る よ う にする ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 151, 031 148, 814

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

全ての公民館が安全に安心し て学習でき る 施設と なる よ う 適切な公民館の維持管理に努め、 また効果的で効率的に運営でき る よ う 指定管理者制度による 運営を

行っ てまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 青少年費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備　 １ －10－１ 参加し やすい市民交流の実施 創生総合戦略 該当なし

事業概要

青少年育成のための各種事業を 実施し ます。

目的

青少年育成に関する 各種事業を 展開し 、 心豊かな子ども の育成と 郷土愛のある 青年づく り を 推進し ます。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

青少年の健全育成の推進が図ら れている 状態 青少年の健全育成の推進が図ら れている 状態 青少年の健全育成を 推進し まし た。

活
動
指
標

ジュ ニアリ ーダーあすなろ 会員数 12 人 22 人

他自治体と の青少年交流事業回数 ２  回 ２  回

二十歳のつど い参加率 75 % 73. 6 %

事業費（ 千円） 4, 864 3, 768

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

二十歳のつどいの記念品や海の子山の子交歓会の宿泊費用等において、 想定よ り 安価であっ たためです。 ジュ ニアリ ーダーあすなろ 会員数については、 北中及

び南中の３ 年生にあすなろ について説明を 行い、 また会員から の紹介も あっ て増と なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

青少年の健全育成のため、 引き 続き 各取組・ 各事業の魅力ある 企画を し ていき ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 地域学校協働活動推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備　 １ －２ －３ 　 魅力ある学校づく り の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

就学児童に多様な体験・ 学習の機会を 提供し 、 地域全体で子育てを 支援する 環境を 整える こ と を 通し て、 子ども の安全・ 安心な居場所づく り を 推進し ます。

目的

生涯学習事業を 効率的で効果的に推進するため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

放課後子ども 教室に参加する 児童が、 提供さ れる プロ
グラ ムに満足し ている 状態

放課後子ども 教室に参加する 児童が、 提供さ
れる プロ グラ ムに満足し ている 状態

放課後子ども 教室に参加し た児童の82%がプ
ロ グラ ムに満足し まし た。

活
動
指
標

放課後子ども 教室平均参加人数 15 人 12 人

　 　

　 　

事業費（ 千円） 25, 541 19, 999

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

就学児童数の減少に伴い、 放課後子ども 教室に参加する 児童数も 減少し たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

子ども たち が安心し て集まり 、 さ まざまな体験を 楽し める場と なる よ う 、 講師やサポータ ーの体制を 整え、 プロ グラ ムの質の向上に取り 組んでまいり ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化財等保護管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を生かし た環境づく り  スポー
ツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

ふる さ と の歴史を 今に伝える 文化財を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

歴史遺産である 文化財の適正な保存と 活用を 通し て、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

歴史的建造物を 適正に保存管理し 、 正し く 後世に継承
する 状態

歴史的建造物の適正保存管理と 活用が行われ
ている 状態

歴史的建造物の適正保存管理と 活用を 行いま
し た。

活
動
指
標

歴史的建造物の入館者及び利用者数 8, 000 人 9, 832 人

歴史的建造物保存管理棟数 ４  棟 ４  棟

地元小学校の地域学習受入回数 ４  回 ４  回

事業費（ 千円） 8, 388 6, 979

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

歴史的建造物を 適正に保存する と と も に、 文化財の調査や公開活用を 通し てふる さ と に対する 理解を 深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化芸術振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －２ 　 文化芸術の環境づく り 創生総合戦略 該当なし

事業概要

文化芸術活動に取り 組む団体や指定文化財の保護団体（ 保存会） を 支援する と と も に、 文化芸術活動に功績のあっ た個人団体を 文化芸術功労者と し て顕彰し ま

す。 茂吉のふる さ と と し て斎藤茂吉全国大会など茂吉に縁のある 多様な催事を 開催し ます。 また文化芸術団体が日頃の活動の成果を 発表すると と も に、 文化芸

術作品に身近でふれる 機会と し て、 上山市総合文化祭を 開催し ます。

目的

文化芸術団体や文化財に携わる 保護団体の支援及び顕彰を 通し て文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する と と も に、 優れた文化芸術を

鑑賞する 機会を 提供する こ と を 通し て、 文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

文化芸術活動や文化財保護活動が住民主導で行われて
いる 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体が支援 さ
れている 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体を 支援し ま
し た。

活
動
指
標

文化団体協議会の加盟団体数 20 団体 22 団体

斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ン ク ール応募短歌数 10, 000 首 ８ , 407 首

　 　

事業費（ 千円） 5, 610 5, 105

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ン ク ール応募短歌数の減少について、 応募学校数は昨年128校に対し 134校と 微増し ていますが、 少子化によ る 児童・ 生徒数の減少によ

り １ 校あたり の応募数が減少し たと 考えら れる ためです。

目標の実現に向けた今後の取組

文化芸術の振興を図るため、 郷土芸能や伝統文化を 保存継承する 保存会や文化団体協議会等の活動支援を通し て、 文化芸術に対する意識のさ ら なる高揚を図り 、

心豊かな人材の育成を 図り ます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 武家屋敷保存活用事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を生かし た環境づく り  スポー
ツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

藩政時代の面影を 今に伝える ４ 軒の武家屋敷（ いずれも 市指定文化財） を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

本市を 代表する 歴史的建造物である武家屋敷の保存と 活用を 通し て、 地域資源に磨き を かけ、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

武家屋敷を 適正に保存管理し 、 活用が図ら れている状
態

武家屋敷の適正な保存・ 整備・ 活用が図ら れ
ている 状態

武家屋敷の適正な保存・ 整備・ 活用が行われ
まし た。

活
動
指
標

武家屋敷保存軒数 ４  軒 ４  軒

旧曽我部家活用団体数 ７  団体 ８  団体

　 　

事業費（ 千円） 5, 500 4, 675

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

茅葺文化を 地域で守る 「 かみのやま草屋根プロ ジェ ク ト 」 の支援を 通し て茅葺の歴史的建造物を 適正に保存する と と も に、 武家屋敷の風情を 活かし た文化活動

の拠点施設と し て多様に活用する こ と を 通し て、 ふる さ と 理解を さ ら に深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 国史跡保存活用整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を生かし た環境づく り  スポー
ツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

日本の歴史を 今に伝える 国史跡を 適正に保存し 、 史跡を 構成する 貴重な遺構群を 調査する こ と を 通し て史跡の価値を よ り 一層高め、 上山独自の地域性を 活かし

たふる さ と の活性化に寄与し ます。 金山越え羽州街道における市民史跡保全活動（ 県補助事業、 補助率10/10）

目的

国史跡を 正し く 管理し 、 貴重な地域資源に磨き を かけるこ と を 通し て、 地域の魅力を 高め、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

国史跡を 適正に保存管理し 、 活用が図ら れている 状態 国史跡の適正な保存・ 整備・ 活用が図ら れて
いる 状態

国史跡の適正な保存・ 整備・ 活用が行われま
し た。

活
動
指
標

市民史跡保全活動回数 ３  回 ３  回

国史跡探訪会回数 ３  回 ３  回

　 　

事業費（ 千円） 7, 090 5, 441

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

国史跡羽州街道金山越において倒木等の発生が無く 、 倒木撤去に係る 重機の使用及び運搬に係る支出が無かっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

地区組織と 連携し て史跡の保存活用活動を 継続し ます。 また、 保存活用計画に基づき 、 遺構の調査や記録保存を 通し て史跡の価値を 高め、 ふるさ と に対する誇

り と 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 図書館管理運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 05図書館費

施策 １ －５ －２ 　 図書館機能の充実と 読書活動の推進 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を生かし た環境づく り  文化
財の適正な保存と 活用の推進

事業概要

自主的な学びの場、 読書活動の振興を 担う 機関と し て、 また、 地域の文化・ 知的情報の拠点と し て、 利用者及び住民の要望や社会の要請に応える こ と ができ る

よう 地域の実情に即し た市立図書館の運営を 行います。

目的

図書資料等を 計画的・ 体系的に収集し 、 所蔵資料の充実を 図り 、 利用者の多様なニーズや課題に対応する こ と で、 読書活動を 推進するため。 生涯学習の拠点施

設と し て、 地域関連講座や企画展等を 開催し 、 学びの機会を 提供するため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

図書館資料を 活用し 読書活動が推進さ れている 状態
地域関連講座等により 学びの機会が提供さ れている状
態

図書館資料を 活用し 読書活動が推進さ れてい
る 状態
地域関連講座等により 学びの機会が提供さ れ
ている 状態

図書館資料を活用し 読書活動を推進し まし た。
地域関連講座等により 学びの機会を 提供し ま
し た。

活
動
指
標

図書館資料を 用いたテーマ展示回数 20 回 20 回

館内でのイ ベン ト 回数 110 回 115 回

　 　

事業費（ 千円） 71, 819 67, 008

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

計画的・ 体系的な資料の整備を 行う と と も に、 市内各学校や団体と の連携を 推進し て市民及び利用者のニーズや時勢に沿っ た事業・ イ ベン ト 等を 実施し 、 学び

の機会を 提供し てまいり ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 保健体育総務費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 01保健体育総務費

施策 ２ －２ －１ 　 生涯にわたる スポーツ 活動の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

スポーツ 推進審議会、 スポーツ 推進委員会を 開催し 地域スポーツ の活性化を 推進し ます。 また、 部活動地域展開に向けた検討を 進めるため、 総括コ ーディ ネー

タ ーを 配置し ます。

目的

する ・ 観る ・ 支える スポーツ を 推進する ため、 だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供でき る よ う にスポーツ 推進審議会を 開催し 、 提言や助言を 計画や方

向性に反映さ せ、 効率的で効果的な事業を 実施する ため。 また、 スポーツ推進委員会及び部活動地域展開検討委員会・ 分科会において、 地域スポーツ の活性化

を 推進し 、 誰も がスポーツ に親し む機会の創出を し 、 また、 子ど も を 取り 巻く 地域のスポーツ環境の充実を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供さ れてい
る 状態

スポーツ 推進審議会等を 開催し ている 状態 スポーツ 推進審議会等を 開催し 、 地域スポー
ツ の活性化を 図り まし た。

活
動
指
標

スポーツ 推進審議会の開催数 １  回 ２  回

スポーツ 推進委員会の開催数 11 回 11 回

部活動地域展開検討委員会・ 分科会の開催数 ３  回 ４  回

事業費（ 千円） 4, 593 4, 149

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

スポーツ 推進審議会の開催数に関し て、 市のスポーツ 推進計画の策定について検討する 必要があり ２ 回の開催と なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

スポーツ 推進審議会やスポーツ 推進委員会、 部活動地域展開検討委員会・ 分科会を 通じ 、 だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供し ていき ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進　 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

各団体に委託や補助を 行い、 スポーツ に親し む機会の創出や競技力向上のための大会を 開催し ます。

目的

市民がスポーツ に親し むこ と のでき る 機会を 提供する と と も にジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る 競技力向上のためのスポーツ環境の整備を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに合わせて
出場でき る状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る よ う 機会の提供と 環境整
備を 行いまし た。

活
動
指
標

大会開催件数 １  件 １  件

負担金補助金交付大会件数 13 件 ８  件

　 　

事業費（ 千円） 15, 072 14, 588

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

冬季大会で雪の状況等が影響し 開催でき なかっ た大会が複数生じ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

各種大会について改めて精査し 、 適切に負担金・ 補助金を 交付し 各種大会を 開催支援し 、 市内のスポーツ イ ベン ト を 盛り 上げていき ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 競技スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進　 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

上山市スポーツ 協会に委託し 競技力向上に努めます。

目的

ジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る競技力向上のためのスポーツ 環境の整備を 図り 、 全国ク ラ スの選手育成を 目指すため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

選手、 指導者と も に育成が図ら れ全国大会に出場し て
いる 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る よ う 環境整備を 行いまし
た。

活
動
指
標

指導者講習会を 含めた競技力向上委員会の開催回数 ５  回 ３  回

強化指定競技団体数 11 団体 11 団体

　 　

事業費（ 千円） 2, 820 2, 820

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

競技力向上委員会の開催ですが、 当初３ 回の開催を 想定を し ていまし たが内容を 精査し １ 回のみ開催と し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

指導者の育成や各スポーツ 団体への支援を 通じ 、 部活動地域展開を 中心にスポーツ環境が大き く 変化する 中、 様々なスポーツ を 行える 環境整備を 整えていき ま

す。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 生涯スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進　 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

本市における 各種大会開催は競技力向上だけではなく 、 関わっ た全ての人の連携・ 協働によ り スポーツ 活動の推進を 図る と と も に、 宿泊を 伴う 大会を 中心に開

催する こ と で本市ツ ーリ ズムの推進を 図り ます。

目的

大会参加者、 ボラ ン ティ ア、 応援者、 その他関係者が一体的に共有でき るスポーツ イ ベン ト 等を 通し て、 スポーツ も 観光資源の一つと と ら え交流人口の増加を

図り 、 地域づく り を 目指すため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

「 する 」 「 観る 」 「 支える 」 スポーツ へのそれぞれの
関わり を 持ち ながら 大会に参加し ている 状態

「 する 」 「 観る 」 「 支える 」 スポーツ への参
加がバラ ン スよ く 整っ ている 状態

「 する」 「 観る 」 「 支える 」 でスポーツ に関
わる 環境を 提供する ため、 各種大会の主催・
共催等を 行いまし た。

活
動
指
標

大会開催件数 ４  件 ４  件

スポーツ 教室開催回数 130 回 102 回

　 　

事業費（ 千円） 3, 660 3, 660

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

賃金水準の上昇等の影響から 講師謝礼単価も 上昇し 、 教室開催回数が減少し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 、 各種大会を 主催・ 共催等支援を 行いながら スポーツ に関わる 環境づく り に努めてまいり ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 団体等育成費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進　 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

スポーツ 振興の推進及びスポーツ 団体等の育成を 図り ます。

目的

大会参加者、 ボラ ン ティ ア、 応援者、 その他関係者が一体的に共有でき るスポーツ イ ベン ト 等を 通し て、 スポーツ も 観光資源の一つと と ら え交流人口の増加を

図り 、 地域づく り を 目指すため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの団体の活動が推進
さ れている状態

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの活動が推
進さ れている 状態

スポーツ 団体の支援に努め、 専門部会及び指
導者研修会を 開催し スポーツイ ン テグリ ティ
（ 誠実性、 健全性、 高潔性） の確保に努めま
し た。

活
動
指
標

専門部会開催回数 ３  回 ３  回

広報誌発行回数 ２  回 ２  回

　 　

事業費（ 千円） 9, 097 9, 097

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 、 スポーツ 団体を 継続的に支援し 、 各専門部会及び指導者研修会等を 行いながら スポーツにおける 安心・ 安全の確保に努めてまいり ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 体育施設費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 03体育施設費

施策 ２ －２ －１ 　 生涯にわたる スポーツ 活動の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市内公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を する こ と によ り 、 地域のスポーツ 施設の充実を 図り ます。

目的

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を するこ と によ り 、 地域のスポーツ 施

設の充実を 図る ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 139, 715 135, 713

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

公共施設総合管理計画に沿いながら 施設の維持・ 管理に努めスポーツ 活動の充実を 図り ます。
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令和６ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 04蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進　  2－２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略

２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト  地域資源を生かし た環境づく り  スポー
ツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

（ １ ） 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ開発整備に係る 課題の調査、 研究を 行う と と も に、 関係機関、 団体等と の連携を 図り 、 も っ て計画構想を 推進し 、 地域経

済の活性化への貢献を 目指し ます。

（ ２ ） Ｚ Ａ Ｏ たいら ぐ ら 、 ク ロ スカ ン ト リ ーコ ース、 グリ ーングラ ウン ド 、 猿倉イ ベント パーク などの蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 適正に管理・ 運営する

と と も に、 合宿利用者の利便性向上のため必要な備品を 整備し ます。

目的

①ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー競技別強化拠点施設（ 高地ト レ ーニング） 施設と し て指定を 継続さ せながら 、 リ カ バリ ー施設を 加えた蔵王坊平アスリ ート

ヴィ レ ッ ジ施設の利用促進や2025年東京世界陸上競技選手権大会等の国際大会の事前合宿誘致に取り 組むこ と によ り 、 本市における スポーツツ ーリ ズムと し て

交流人口の拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技力向上に寄与する ため。

②蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 適正に管理・ 運営し 、 本市における スポーツツ ーリ ズムと し ての交流人口拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技

力向上に寄与する ため。

区分 令和６ 年度予算 令和６ 年度実績

目
標

ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー競技別強化拠点（ 高
地ト レ ーニン グ） 施設と し て指定が継続さ れ、 ジュ ニ
アから ト ッ プ アスリ ート まで幅広く 利用さ れている状
態。
蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ施設が適正に管理運営
さ れ、 幅広く 右肩上がり で利用さ れている 状態。

NTC指定が継続さ れ、 合宿補助金が活用さ れ
ている 状態。
蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ施設が適正に
管理運営さ れ、 利用さ れている 状態。

施設が適正に管理・ 運営さ れ、 Ｎ Ｔ Ｃ の指定
が2028年ロ スアン ゼルスオリ ン ピ ッ ク まで指
定継続さ れまし た。

活
動
指
標

ト レ ーニング機器及び施設の更新件数 １  回 １  回

ナショ ナルレ ベル利用活動日数 190 日 194 日

　 　

事業費（ 千円） 39, 899 36, 645

42



2

理由　 ※令和６ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引続き 、 施設を 適正に管理・ 運営し 、 2025世界陸上東京大会の事前合宿受入れ等に取り 組みながら 国際的にも 認めら れる 施設を 目指し ます。
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